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HPCクラウドプロバイダー選びの  
6 つのポイント
現在のニーズと長期的なニーズの両方を満たす 
プロバイダーとのプロジェクト遂行のために

「投資は小さく、 
効果は最大に」という 

プレッシャーの下では、 
リソースの実装と管理が簡単で、 

インフラストラクチャーへの投資全体を最適化できる 
クラウド・ソリューションが必要です。そのために重要なことは、 

自社の現在のニーズと長期的なニーズの両方を満たすことのできる、 
クラウド・リソースの価値を最大限に提供するプロバイダーを見つけることです。 

下の評価ポイントでクラウド・プロバイダーを選びましょう。

パフォーマンス
•	 マシン性能をすべて利用 

ベアメタル・サーバーで、GPU や SSD のような最新
の CPU およびアクセラレーターを活用すれば、大
半のハイパフォーマンス・コンピューティング (HPC) 
アプリケーションに必要となる性能が得られます。

•	 高速なネットワーク網 
複数の 10 Gbps 接続と専用ネットワークによる高い
スループットで、HPC と MPI 処理をサポートします。 

•	 ハイパフォーマンス・ストレージ 
必要に応じて数千の同時接続やスケールしていくス
トレージ・ソリューションが必要です。

•	 ノイジー・ネイバーの除去 
専用サーバーなら、パフォーマンスは安定し、信頼
性も高くなり、「ノイジー・ネイバー (うるさい隣人)」
問題を解決できます。

•	 大容量の高速データ転送 
HPCで取り扱うデータは大容量。そのデータをスト
レスなくクラウドと送受信する仕組みが必要です。

柔軟性
•	 ハイブリッド 

オンプレミスとオンクラウドのリソース間に完全な 
ハイブリッドの相互運用性を実現する必要があります。 

•	 物理マシンと仮想マシンの選択  
その処理に適したマシンを選択しましょう。必要に応
じて物理マシンと仮想マシンを組み合わせることも
効果的です。 

•	 スケール対応力
安定した計算処理能力およびストレージのパフォー
マンスを大規模に提供できるベンダーとプロジェクト
を進めましょう。 

•	 必要なカスタマイズができるか 
必要に応じて、ハードウェア構成を詳細にカスタマイ
ズしましょう。

•	 複数のサポート・オプション 
フルマネージド、24 時間 365 日体制の専門家によるサ
ポート、自社でサポートのいずれかを選択できます。 

信頼性 
•	 冗長性 

複数構成するデータセンターには予備電源、冷房設
備、ネットワーク・キャリアが装備されています。 

•	 実績を実証済み 
ワークロード管理およびストレージは、冗長性を標準
装備した大規模なシステム向けに設計されています。 

•	 明確性
明確な価格体系により、データセンター間およびク
ラウド外へのデータ転送を利用料金を心配せずに
安心して実行できます。 

•	 サポート 
HPC とインフラストラクチャーの課題を解決するた
めの専門知識と経験のあるサポート・チームが、 
24 時間 365 日体制で対応します。

セキュリティー
•	 専有と分離 

お客様の貴重なデータを保護するために、非共有
で専用のサーバーとストレージおよびネットワー
クが必要です。 

•	 エンドツーエンドのデータ保護
保存中のデータは暗号化によって保護し、転送中
のデータは VPN や VLAN のようなテクノロジーと特
殊なハイパフォーマンス・ファイル転送機能によって
保護します。

•	 企業評価
セキュアな計算処理設備の提供に長い実績のある 
(長ければ長いほどよい) ベンダーと手を組むべき
です。 顧客のセキュリティーを保護するためにどの
ような物理上およびソフトウェア上の予防措置を
講じているのかを質問しましょう。

専門知識
•	 経験

HPC はビジネスに不可欠です。HPC 環境の構築、 
運用、サポートの実績を明示できるプロバイダー 
を探しましょう。 

•	 経歴 
オンプレミスとオンクラウドの両方の分野で、HPC ハー
ドウェア、OS、ネットワーク、ワークロード管理に数十年
の実績があることを明示できるベンダーを探しましょう。 

•	 エンタープライズ・グレードのサポート
ワールドワイドで 24 時間 365 日体制の実績のある 
HPC のエキスパートのサポートが不可欠です。

•	 パートナー
実績あるHPCサービスを提供するパートナーから、 
専門分野ごとのHPCアプリケーション込みでサービス
を利用することもできます。

価値
•	 スケーリング能力

世界中のデータセンターへ無制限のネットワー
クで簡単にアクセスし、必要に応じて HPC キャ 
パシティーを割り当てることができます。

•	 最適化
プロバイダーの確実な実績を活用し、まずオンプ
レミスのリソースを最適化し、次にオンプレミス
とクラウド間のリソースの相互運用を確立しま 
しょう。

•	 最大化
HPC クラウド・プロバイダーに専門知識を生かし
た支援を求め、貴社の HPC クラウドの活用につ
いて明確な将来像を描きましょう。

頭を悩ますことなく HPC クラウドを使いこなす
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管理負担の軽減
「IBM のクラウド・プラットフォームにより、費用面

および管理上の負担が軽減されて、HPC が利用し
やすくなりました。」1

キャパシティー使用率の最適化 
「IBM Spectrum LSF に標準装備のジョブ・スケジュー
リング機能により、インテリジェントで、ポリシー・ 
ベースのスケジュールを作成して、クラスター上で
のパフォーマンスと使用率の両方を最適化できるよ
うになりました。」2 

スピードアップにより競争優位を確立
IBM クラウド 環境の導入により、リソース集約度の
高い HPC アプリケーションで、類似の Amazon EC2 
環境の場合より約 60% 高いパフォーマンスを達
成できました。3 

性能優位性の確保
IBM クラウド は、読み取りと書き込みの両方がアク
ティブなワークロードについて、ファイル・システム
の全体的なパフォーマンスで最も優れた結果を達
成しました。4 

所有コストの削減 
IBM クラウドは、マシン 1 台あたりのパフォーマン
スを高め、同じ作業をより少ないリソースで実行で
きるようにすることで、ノードあたりのライセンス
費用を削減するのに役立ちます。5 
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